
タイ・ベトナム・フィリピンの「エネルギー管理士指導者育成プロジェクト」の 

現地省エネ実務試験に立会い・結果討議を実施しました 

【事業概要】 

一般財団法人省エネルギーセンターは、経済産業省の委託を受けて、「エネルギー管理士指導者育

成プロジェクト」の一環で、2017 年 9 月 14 日にタイ、9 月 20 日にベトナム、9 月 27 日にフィ

リピンを訪問し、省エネ実務試験への立ち会いを実施しました。 

(1) タイでは宝飾工場の省エネ診断に立ち会いおよび結果について討議 

(2) ベトナムでは、紙製品製造工場の省エネ診断への立会い及びホテルの省エネ診断結果の討議 

(3) フィリピンでは、砂糖製造工場の省エネ診断への立会い及び ASEAN エネルギーAWARD 受賞 

 

 

 

 

 

 

写真１．宝飾工場（タイ）および診断結果討議風景 

      

 

 

 

 

       

    写真２．紙製品製造工場（ベトナム）及びホテル（ベトナム）診断風景 
 
 
 
 
 
 
 

         
写真３．砂糖製造工場の診断（フィリピン）及び ASEAN エネルギーAWARD 受賞 
 

AJEEP Scheme 2・エネルギー管理士育成事業の第２弾として、タイ・ベトナム・フィリピンそれ

ぞれ自国での省エネ実践研修を実施し、その立会い・結果討議に参加しました。 

(1)タイでは宝飾工場の診断結果をタイ国内の省エネ大賞に申請できるように助言しました。 

(2)ベトナムでは紙製品製造工場ではエアーリーク対策・力率改善を提案しました。ホテルの省

エネ診断結果に対して、LED・インバーターの採用を提案しました。 

(3)フィリピンでは砂糖製造工場の省エネ診断のキックオフミーティングに参加し、今後の診断

スケジュールを確認しました。合わせて、2015 年度診断のフォローアップを実施しました。 

(4)本結果を元に 2月に受入研修を実施し、エネルギー管理士の認定に繋げていく予定です。 

 


